
















































































































年数を経過し，船体・機関．無線機器等の老朽化が

著しく，調査試験等も漁業者の要望に応えられなく

なったと共に，航行上の安全確保にも支障のおそれ

が生じたので，昭和50年度予算で代船建造の計画が
立てられた。

この代船建造計画はFRP製の総トン数25トン型

の高速な漁業指導船とすることにより， 1)伊豆諸島
中部海域における漁業指導の能率の向上，2)調査海

域の拡大，3)高速化により広範囲の調査，観測，漁
業取締りの実施， 4)計器類の充実による海況，漁況
の確実な把握，船員室の設附改善による長期にわた

る離島指導等の効果をねらったものである。

本船の建造に当っては，東京都知事から水産庁長
官あての依頼により，設計から完成に至るまでの間
の技術指導を水産庁において行なった。なお，本船
の基本設計ならびに建造時の監督は，㈱東京設計研
究所において行なわれ，石川島播磨重工業㈱舟艇工
場において建造された。昭和51年2月25日基本設計
完了，同年4月25日起工，同年9月17日進水，そし
て同年9月30日竣工した。

1 2基本計画

（1）仕様の要点

東京都から提出された仕様の主なものは次のとお
りであった。

a)総トン数約25トン

b)材質FRP

c)主要寸法

長さ×幅×深さ=17.00m×3.75m,Z1.50m

d)主機関及び速力等

主機関中速ディーゼル200PS
巡胤芯重力12kt

プロペラ固定ピッ缶プロペラ
e)定員10名

f)航続力 1日10ktで8時間航行
航海日数10日

航続距離800浬

g)業務の種類三宅島海域において漁業の調
査，指導，試験，取締り等の業務に従事する第3種
漁船とし，漁業種類は延繩，流刺網，底魚釣，底刺
網等とする。

h)船型速力に重点をおく。ただし，停船中の
観測作業時にローリングがはげしくないこと，各菰
漁携作業のため作業に支障のないローリング周期で
あること，なお，船型は漁船型の要望が強かった。

商速を要求されているにもかかわらず，当初東京

都から提案された船型は，丸型排水斌型の漁船タイ

プであり，停船しながら，あるいは低速時の観測な

らびに漁傍作業の際のローリングの周期が短かすぎ

ないこと，乾舷高さは撫労作業の容易さを考慰して

高過ぎないこと，プルワークを全周に設けた船型で

あることなどの要望が極めて強かったので，当時F

RP製船舶船型開発委員会の研究成果が得られた直

後であったため， この成紬を早速使用し，全通ハー

ドチャイン， トランサムスターン，スケグ付の漁船

船型を適用することとした。

このような船型を選んだ理由の主なものとして

は，

イ）ハードチヤイン船型にすることにより，半滑走

状態での使用が可能となり高速が得られること，ま

た， ローリングの抑制効果が大きいこと，

ロ）スケグによりローリング抑制と停船時の風圧に

よる横流れ防止が期待でき，また．航走中の保針性

が良好となること，

ハ）漁扮作業が従来型船と伺嫌に支障なく行なえる
こと，

などがあげられる。なお，総トン数はできるだけ

25トン未満にするため主要寸法に制約があるが，復

原性能との関連もあるので，暫定的に次の主要寸・法

で検討を進めた。

Lo'1 2180m(クリッパ郵骨首を含む）
L" 17.00m

B 3.90m

D 160m

第1.1表主機関の要目

一
頭

新 潟
6MG16X

キヘ・タピラー
D343

GM

8V-71T1

ヤンマー

6A-HT

GM

12V-71N

4サイクル，

過給機，空気
冷却機付

施列6気筒

137×165

365PS/
1,800rpm

2，350×1，411
×1，116

2，574

2サイクル，

過給機，空気
冷却機付

V型8気簡

107.95×127.0

350PS/
2,170rpm

1，661×1，241

×1，232

1528

4サイクル，
過給擬，空気
冷却機付

直列6気筒

160×200

350PS/
1,200rpm

2,770×1，340
×2，080

3，800

4サイクル，

過給磯，空気
冷却機付

直列6気筒

165×200

340PS/
1,200rpm

2，870×1，133

×1，765

4,330

エンジン型式 2サイクル

気筒配列

シリング×
ポァストローク

述統殿大出力

V型12気筒

107.95×1270

395PS/
2,170rpm

2，010×1，213
×1，262

2，234

II1nl

全長×全輔×全商

茄鉦（含減速機，
乾蝿斌趾）

Inm

kg

一使用により，特A垂汕の使用も可能である。この

機種の場合には主機関の制約により船型を著しく変

型をさせなくても済む。GM8V-71TI型を搭赦し

た場合も同嫌に，おさまり呉合，船型への影響はな

い模槻である。

b)B案

このB案は節1.1表に示す新潟中速ディーゼル6

MG16Xを搭戦した場合であり，その機関室と船型

の関係の概略を館1.2図に示している。また，同機

菰の許容般大シャフトレーキは6.であり，オイルパ

ンを改造すれば最大14。までは可能である。しか

し，機関容積が大きく，しかも減速ギャー部分の形

状も大きいため，船体中心線の形状を極端に湾曲さ

せなければ，この一般配置にはおさまらない。

このような船型は，推進件能｣-好ましくないと考

えられる。

また，ヤンマ－6A-HT型を搭赦した場合も同

様な結果となる。

A案, B案の比較では明らかにA案が有利であ

り，その他の諸条件も考慮の上，主機関はキャタピ

ラD343型とすることに決定した。また，プロペラ

は固定ピッチプロペラとし，常用出力を365PSx

人

:！I3)主機関の種類と船型

本船の主機関としては，乗組員からは当初国産中

速エンジンの希望が強かったが，韮本計画の段階で

船の性能を犠牲にしてまでは，これにはこだわらな

いとの柔軟な意見に変ったため，輸入高速ディーゼ

ルのキャタピラやGM等の機種についても検討する
こととした。

まず，主機関の機種と機関室の必要容讃ならびに
船型の関係を見るために, A案及びB案の2種類を
作成した。

a)A案

このA案は第11表に示すキャタピラ-D343型
を搭赦した場合であり，そのおさまり具合，シャフ
トレーキ，船型の関係の概略を第1．1図に示してい
る。また，同機種ではシヤフトレーキは許容最大
15°まで据付け可能であり， ロツトリングフィルタ
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(2)船型の基本的な考え方
鋪1.1図 “やしお''A案
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